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 我々は SOI 基板上フォトニック結晶スローラ

イト導波路 (PCW) をレーザ加熱して短パルスの

遅延チューニングを実現し，光相関計の遅延走査

器に応用した 1)．また CMOS プロセスによりヒー

タや pn 接合を集積した PCW を製作し，遅延・分

散のチューニング 2) や二光子吸収 (TPA) フォト

ダイオード (PD) としての動作 3)を実証した．今

回，これらを組み合わせたオンチップ光相関計の

初期動作を確認したので報告する． 
 図 1 にデバイスの構成を示す．スポットサイズ

変換器を介して入射された波長 1.55 μm 帯のピコ

秒パルスは 2 つに分岐され，一方は図 2 のヒータ

付きの PCW (長さ 250 μm) で局所的な加熱によ

り遅延が走査される．複数個のヒータが集積され

ているので，PCW で生じうる分散は補償できる．

他方はもう一方と遅延が近くなるように長さ 2 
mm と設定された Si 細線導波路であり，不要な非

線形現象を抑制するために一部を幅広にしてい

る．この 2 つを再び合流させ，10 V の逆バイアス

を印加した pn 接合付き PCW (長さ 350 μm) によ

る TPA-PD で受光して，光電流を検出した． 
 本オンチップ相関計と市販の相関計で観測さ

れた，異なる幅をもつパルスの自己相関波形を図

3 に示す．オンチップ型では DC 電源でヒータ加

熱パワーを調整して遅延を走査した．TPA-PD 以

外で非線形が小さいと考えられる (今回は時間平

均で −3 dBm) をデバイスに入射したとき，パル

ス幅に応じて相関波形が変化した．時間軸をキャ

リブレーションしたとき，オンチップ型のプロッ

ト点と市販相関計の太線がよい一致を示した．こ

れよりオンチップ相関計の基本動作が確認され

た．本研究は一部で内閣府 FIRST プログラムの援

助を得て行われた． 
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図 1 オンチップ光相関計の構成 
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図 2 製作したデバイスの光学顕微鏡像 
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図 3 2 つの相関計で測定された異なる幅のパル

スの自己相関波形．プロット点はオンチップ，太

線は市販品を使用した． 
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